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昭和61年11月 (1986年)

奉行所触書の一覧(天明2年~天明8年)
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京都町触集成・ 6 巻
備 考

頁 年・月・日 内 H甘-・ 要 旨

〔元旦:1782・II・12)

大阪城代土岐定経・卒(8・20)、戸田忠寛・任(9・10)

京奉行赤井忠品・転(11・25)、丸毛政良・任(11・25)

〔元E・1783.II .2) 

阪奉行土屋守道・転(4・19)、小田切直年・任(4・10)

浅間山大噴火(6・-7・)

259 3.7・29 米騰のため、困窮人を救油施行すること遠慮無用。

260 3・8・26 官庁への付届費用嵩みを口実に同業者申し合せての物価不引下げに警告。

大阪城追手門焼失(10・11)

262 3・10・22 新女院崩御に伴う鳴物・普請禁令は困窮人の生業を考慮し、明日より解除。

274 3・12・11 米騰の折柄、細民困窮に付、有志者は遠慮なく救憧せよ。

274 3・12・11 細民困窮の折柄、正規ルート外の田舎米の市中販売許可。米屋の暴利は品L明し厳罰。

〔元旦 1784・1.22) 

287 4・2・23 昨年暮達示の田舎米市中販売許可は本年秋まで期間延長。米の投機的囲置厳禁。

290 4.3・16 京都近在より他国への米穀等持出禁止。市中への持込は従来通り差支えなし。 若年寄回沼意次刃傷事件(3・24)

295 4・4・ 大阪より 1ヶ月限りの廻米確約取付け。今後共、節米と窮民救凶に心掛けよ。

京都所司代牧野定長・転(5・11)、戸田忠寛・任(5・11)

297 4・5・ 同左趣旨触(幕令による) 大阪城代阿部正殿・任(5・11)

老中牧野定長・任(5・11)

298 4.5・25 麦の岡持、醤油への流用禁止。買占米麦の放出勧奨、素人の売買も許可。

301 4・6・ 新任所司代出迎町役の華美(特に酒肴菓子等の持参)は時節柄自粛せよ。

大老井伊直幸・任(11・28)

329 4.12・20 当秋豊作に拘らず米側下らず。買占人は吟味の上処罰。

〔元s_: 1785・II・9)

348 5・6・10 火の用心、盗賊横行につき夜警も強化せよ。



- 30ー 食物学会誌・第41号

大阪編年史・ 12、13巻・大阪市史 (5) ・第 3

巻ー頁 年・月・日 内 '壬ーき=・・ 要 旨

5-1132 6・4・8 昨7日寒気の節乞食や困窮人に粥施行した者がある由、奇特に付称美する。(奉行名)

1/ -1136 6・5・4 火災頻発に付火の用心厳重に、怪しい者は捕抑え訴出ること。

12-340 6・5・27 盗賊横行対策として、各町の防犯に協力体制を布くこと。

1/ - 343 6・7・13 諸侯財政窮迫を救済のため富商、豪農に出資金拠出を命令(幕令による、 8・24撤回)

1/ - 350 6・9・16 (田沼失脚に伴い、二朱銀不通用の噂が専ら、価格も下落し市中動揺。)

1/ - 351 6・9・29 酒造用米半減指令(京都の通達と同趣旨、幕令による)。

1/ - 352 6.10・24 酒造米半減指令に便乗して酒価格を値上げせぬよう、造酒業者、小売屋へ通達。

5 -1167 6.⑪・19 関東大水害で米騰の折柄ながら、米の小売値をなるべく引下げよ。

12-352 6・⑪・19 米商(上問尾)に米価の故意引上、取引停滞の禁止、流言浮説の取締り指示。

1/ - 360 6・12・27 二朱銀流通停止の目撃の事実無根を告示、その価格下落を招かぬよう。(京都では、6・12・28通達)

1/ - 364 7・1・5 幕命により市中米I万石余を江戸へ廻送。これにより市中米価を引上げぬよう自粛を指令。

1/ - 367 7. 1・25 後藤縫殿助の米切手改役兼任を解〈、以後米取引は自由に(幕令による)， (京都では6・12・19通達)

1/ - 382 7・5・10 米の思惑買、聞置厳禁、 f島米屋の暴利に警告、取締りを達示。

1/ - 382 7・5・12 昨日市中暴動発生、 4良藷者は召捕って訴え出ること。

1/ - 387 7・5・16 三郷有志、に喜捨、窮民救他を勧奨。

5-1183 7・5・19 各町年寄へ窮民救協のための該当人調査緊急指令。 (22にも再調査指令)

12-389 7・5・22 三郷有志、喜捨金(銭1.5万貫余)を窮民(19万人)に賑給(1戸当り100文)， (支給は5.28実施)

1/ - 396 7・5・25 三郷外への米澱出禁止、市内在庫米の総点検書き上げを指示。 (5・29再調査命令)

1/ - 400 7・5・25 米仲買人に、みだりに米価を高下させぬよう注告

5 -1185 7・5・25 今般幕府の大阪での調達米を江戸廻米するが、便乗して米価を上げぬよう。

12-402 7・5・29 米払底に付、手持余剰米、預り米に至るまで在庫すべてを町年寄が調査報告せよ。

1/ - 405 7・6・1 過日の在庫米調査で売米が尽きると思いこみ休業する掲米屋あり。これは事実無根の旨通達。

1/ - 406 7・6・3 市内暴動再発。各町に自警休制強化指示。弥次馬及び傍観を厳禁。

1/ - 408 7・6・7 京都・伏見両奉行の要請により両地へ若干量の廻米を上問屋、上積問屋に許可。

1/ - 409 7・6・15 f島米屋へ指令。原米の相場価格に応じての精米値段で小売すること。

1/ - 410 7・6・20 市内西部在住有志の施行により10日間九条村竹林寺で窮民に施米の旨公告。

1/ - 411 7・6・25 市中米払底のため、新穀入荷までは奉行所指示以外、私有米でも市外持出厳禁。

1/ - 413 7・7・3 市内暴動鎮静化につき各町の自警体制緩和を指示。

1/ - 415 7.7・19 酒造米を許可量の1/3に減石(幕令による)。これによっての酒価値上げ禁止。

5-1201 7.7・29 三郷内貧窮人に官米500石を賑給するので、対象者を調査報告のこと。

12-418 7・8・10 再び酒造石数の2/3減を達示。隠匿者U:厳罰の旨布告。

1/ - 419 7・8・15 米穀用衡器の再検定指示(検定指定者・神善四郎)

1/ - 420 7・8・17 7.29布告の官米無償娠給実施。給与窮民2.9万人。

1/ - 423 7'8・19 新穀出廻り期に入ったので、米穀の市外搬出販売を全面白由化管示。

1/ - 427 7・8・29 盗賊横行につき、各町の自警、防火体制強化を指示。不審者は逮捕のこと。

1/ - 435 7・9・15 人心不安を煽る故意の拾文、張札は焼捨てよ。犯人の厳重探索指令。

1/ - 440 7・10・16 飯米と偽って米を買い、酒造用に横流しする者があれば、告訴せよ。

1/ - 442 7・11・7 規定以上の酒の密増石禁止布令(幕令による)。

1/ - 459 7.12・17 縄米屋株、駄売屋株制度、小売米価引下げに妨げとなるので廃止。

1/ - 460 7.12・20 薪問屋、同仲買株、同地売上積問屋株廃止。

1/ - 461 7・12・20 三郷及ぴ摂河泉各村の小便(下肥)引議及ぴ仲買株廃止。

1/ - 462 7.12・22 炭問屋株、鍛冶炭仲買株廃止。

1/ - 464 7・12・24 両替商、銭商の上納銀制度廃止、金銀交換の際の増歩禁止。

13- 1 8・1・26 米隠匿・酒密造者に対し徒党を組んで乱暴脅迫することを禁止(幕令による)

1/- 4 8・2・2 京都大火に便乗した木材米穀等の価格引上を厳禁。

1/- 4 8・2・6 各町々とも火元、盗難に厳重注意のこと。不審者は逮捕留置して届出のこと。

1/- 8 8・2・7 材木商以外の者の板、木材などの購入禁止。
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京都町触集成・ 6 巻
備 '1j 

頁 年・月・日 内 fi: 要 ヒ目ニJ

CJtu : 1786. 1・30J

江戸大水脊(7・ ) 

400 6・8・26 関東大水害、食糧欠乏につき、無被災地より江戸への食中量売込み勝手次第に、(幕令によるj。 老中田沼惹;次・免(8・27)

403 6・9・14 時節柄、両替屋、米屋などの街(庖)lIJi立合い取引を穏健静粛に。 将軍徳川家治義(9・8l一説に8・25J)

404 6・9・15 金銀取引について、あらぬ浮説を流し諸相場を混乱きせではならぬ。

405 6・9・ 米不足の折柄、追って沙汰する迄は酒造-米半減のこと、休業酒屋の造酒1;):認めず(幕令による)。

405 6・9・ 救荒食用野主主の13';1tl法無料伝授広告(幕令による)

413 6.⑬・29 銭相場下落の折ながら諸物価は下らず。米穀其他の買占、 I羽置を各業者に厳禁。

420 6・12・4 伏見宮家領米720石余の競売は奉行所許可済なので、誰でも心配なく入札に参加せよ。

〔元主主 1787・II'18) 

老中阿部正倫・任(3・7)

432 7・5・ 昨今再ひー米騰につき、市民協力して飢人救済に心往トけよ。市況活性化のため普請、j笹山を奨励。 大阪城代阿古E正殿・卒(4・2)、堀田正順・任(4・19)

将軍徳川家斉・任(4・15)

434 7・5・18 米騰の折柄町内相互扶助、富人の倹約、諸物価引下努力要請。買占厳禁。

434 7・5・28 大阪よリの廻米途絶につき細民欠糧、町役人不穏動向に討:意し、米屋lま少量ても売ってやれ。 全国的暴動、 .j突発生(5・-6・)

434 7・6・1 町行司へ通達。市内富裕者に米その他の物資拠出を勧奨のこと。

435 7・6・2 大阪の暴動に鑑み、市中各町役の自警自治体制強化指示。

436 7・6・6 京都郊外.IIfJ続きに隠匿米少なからぬ由。早々に放出し市内へ売出すこと。 老中松王子定f言・任(6・19)

436 7・6・9 飢民乞食の行倒れ人があれば、その町々で千厚〈介抱し孝行所へfdiH1よ

437 7・6・ 旅行道中も物価高に付、旅行者の支払費用も従来の公定価を固執せぬ様(幕令による)

437 7・6・ 大阪より若干の廻米で念、場を凌いだが、今後も細民は勿論富裕者も節米に心掛けること。

438 7'7・10 米価高の責任ある米会所役人解任。残り役人も引下げに努力せよ。不心得者があれば訴え出ること。 京奉行土屋正延・転(7・26)、IlJ崎正祥・任(7・26)

438 7'7・21 酒造米減石につき大阪と同趣旨の逮示(幕令による)。

440 7・8・6 先の郊外隠匿米放出指令を誤解し、新穀出廻期に入ったのて'古米売出しを跨路しているのは心得違い。

所持米はすべて市内へ売~Bすこと。

大老井ニfjt出:キ・辞(9・11)

444 7・9・30 最近捨子多し。市中各町番人警戒のこと。捨子容疑者は町内に留置し奉行所へ届.'11よ。 京奉行丸毛政良・免(9・29)、池田正恵・任(10・2)

阪奉行佐野政親・免(10・6)、松平貴弘・任(10・12)

447 7・11・3 最近身分不相応な華美賛i尺者多し。不謹慎者は処罰する。

449 7・11・ j酉密増石に関し大阪と同趣旨布令(幕令による)。

所司代戸田忠寛・免(12 ・ 16~ 松平来完・任(12 ・ 16)

456 8. 1・22 市内の捨子取締再布令。 I (元旦 1788・II'il 

458 8・2・2 大火被災地の町役は早々立戻れ。他人の焼跡の残貨拾集禁止。諸物価釣上厳禁。 京都大火(l・30-2・2)

458 8・2・4 類焼を免れた周辺地で暴利を貧る者は厳罰。

460 8・2・9 被災地、焼残地を問わず、負債のため手鎖、町預け中の者、町役付添の上出頭のこと。 11
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大阪編年史・ 12、13巻・大阪市史 (S) ・第 3

巻頁 年・月・ fl 内 官~・ 要 旨

13-- 11 8.2・19 京都大火につき、松村は公儀が独占買入、他村はなるべく廉価に京都へ出荷するよう.

11 -- 13 8・2・27 米殺、材木、板類その他暴利を慎め。同置不可。 7iー違背者があれば氏名等車L明する。

S -1244 8・3・3 京都大火に便乗した暴利禁止、権災者への救↑皿砲行を奨励。

11 -1246 8・3・5 去夏大阪での地行者、矯磨屋仁三郎表彰。

13- 23 8・4・10 今回の飢健、京都大火に鑑み、米穀を大切に、米価高騰抑制に努めよ(幕令による)

11 - 37 8・5・22 最近抜刀強盗{非倒、各回J番人協力して逮捕に努めよ。先日北上回江での強盗召捕を賞美する。

11- 56 8・6・11 北国米廻J曹の時期となったが、消i宣米に転用は不可の旨重ねて達示。

11 - 57 8・6・13 三郷惣代心得違いにてj!J:頃横柄の風あり。強〈叱案、以後慎しむよう。

/1 -- 63 8.7・15 酒造b高改めを厳格に。様造用具には極印のこと(幕令による)。

/1 - 65 8・7・24 今倒の凶作に度の過ぎた思惑賀、岡置で米価を騰貴させた者は不{容の極み。今後は厳しく札明する。

!/ -- 68 8.7・29 不正米仲買13名を投獄。欠所、追放等厳罰処分。取締の年行f;J4名も叱責。

11 - 85 8・9・28 最近捨子増加。犯人発見次第厳罰。養育は富裕者に任せず町内十tH人とせよ。貰い児希望は望み次第に。

11 - 86 8・10・27 米仲買に達示c 先に同業を処罰したが正道のl揃いならば柳も危ぶむ必要なし。商況を萎縮させぬ様。

S-1280 8.11・25 灯油最近値トリ。 ill1絞I留の相場引上、開置の者は厳科に処す。

11 -1286 8.12・28 江戸と機脈を通じ米相場を操作すること厳禁。

表作 巻 頁および貞 大阪の12 、13ーは大阪編年史12巻および13巻、 Sーは大阪市史・第3の各所載頁数。京都は京都町触集成・第6巻の所載頁数を示す。

年・月・ 日:旧暦の日付で示す。 Oで囲んだ月は閏月。
内 容要 旨'各典拠資料の記載内容を努めて簡約化L、要点のみを記した。大阪の( )内の記載は奉行所触ではない関連記事。(幕令による)とある

備 考.参考までに各1ト元旦をた陽暦で記したので、月数は旧暦と区別するためロー7数字とした。

10代将軍家治の寵任を蒙った老中，田沼意次(主殿頭)

が実権を揮った絶頂期でもあり，彼の執った積極的な

産業振興政策が強力に推進されている機運の下にあっ

た。従って商都大阪の景況は活発で，運上金上納を引

き当てに専業株を免許された諸業種の商人たちが，全

国の物資を集散させて取引きを行い，その経済的ウエ

イトが最も充実かつ高揚していた時代であったともい

える。

乙とに平常年の作柄ならば年間取引高が400万俵に

も達する堂島米相場は，取引に参加する米仲買株が
ci:l' 5) 

1，300枚を越え， その盛況と巨大な取引額は文字どお

り商都の中心的存在であったといえよう。取引される

米のほとんどは大阪所在の諸藩蔵屋敷から売りに出さ

れる年貢米(蔵米)で，主に西国諸藩の産米であった

が， 17世紀後半以降北前航路が聞かれてからは，遠く

東北，北陸，山陰各地から入荷する米も少なからず，

乙の他に商人扱いの“納屋米"も100万俵近くが取引さ

れていた(図1参照)。堂島における取引対象は諸藩の

振り出す米切手(入荷証券)で，とれを正米取引と呼

注5・実際には休株と称する休廃業者もかなりあった
ので，取引に携わる仲買人の数は株枚数より若干少
かったと考えられる27)。
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京都 IBJ 触集成. 6 巻
備 考

頁 年・月・日 内 :g:・ 要 ヒ日ヱa

461 8・2・12 米図持、酒密造者に対する徒党襲撃禁止(1.26大阪通達と同趣旨)。

462 8.2・13 穣災者は家業復興のため早急に仮建築でも建てよ。大工左官等労賃暴利を貧る者は訴え出よ。

463 8・2・13 先に刑執行猶予した手鎖・町預け人、類焼者は100目、焼残り人は80日間免除する。

463 8・2・14 類焼者の足許を見て材木等で暴利を貧る者は厳罰。近国lU林伐出し中、やがて潤沢に供給する。

464 8・2・16 建築諸職人の他国より雇用は勝手次第に。建築資材入手困難者は奉行所へ申出よ。

465 8・2・17 御所内侍所焼跡の灰は鴨川へ流したが、それ以外の焼灰を流し捨てること不可。

466 8.2・18 家主も借家人に仮建築して、早〈原住地に戻れ。焼跡の仮屋や土蔵の盗賊は士分でも逮捕して可。

469 8・2・22 幕命により米3千俵、銀60貫匁全市民へ官より貸与。利子は逐年米穀で返済。備荒用に蓄え置く事。

471 8.2・23 大阪、大津、伏見、淀、鳥羽の運送業者、 1ヶ年は運賃を高くせぬ様。

474 8・2・29 御所災上による鳴物停止は、仮御所周辺を除き3月1日より解禁。 老中阿部正倫・辞(2・29)

475 8・3・4 羅災者救'1也のため各町ごとに米8，3斗、銀41匁余官賜。明5日二条御蔵で給付。

476 8・3・ 桧材は一切購入禁止。他材は自由販売なれど貿占売惜み厳禁。違反者告訴人には賞金を。

476 8・3・ 五畿内、近江、丹波、丹後、矯磨よりの材木売出しは自由、但し高値は不可(幕令による)。

480 8・3・ 大火後諸物価区々。特に高伎の品は不徳義の至り。買占、不売の者あれば厳科に処す。

480 8・3・14 大津よりの復興資材運賃高値の原因は他国人入込み増賃銀を取るによる。以後厳重取締。

482 8.3・ 大火便乗高運賃規制。市内諸産業再開促進布令。郊外小作人の本業を忘れた日雇稼ぎに戒告。

483 8.3・24 大火横死者追善法要(3・24より7日間)告示。参詣自由なれど供物持参不可。 老中水野忠友・免(3・28)

490 8・4・ 大阪城備蓄の味噌を市民に官給(5町lこ2樽の割)、27日より高瀬川四条の荷揚場で引渡し。 老中松平康福・免(4・3)、松平信明・任(4・4)

491 8・4・22 市内疫病流行のため、窮民は葬式も出せぬ由。町役人、家主は世話介護を怠るなかれ。

498 8.5・9 市内米小売商、米価を引下げ1.1-1.2升/100文で販売しているのは奇特の至り。町代を通じ褒認。

501 8.5・16 近年市内富民の暮しに華美矯奪の傾向あり、今回の大火を契機に慎んで質素を旨とせよ。 老中松平定信上洛・上方視察(5・25-6・2)

517 8.6. 不徳米商欠所金2万両を特例として市民に貸与(利息月3朱/両)利銀は各II!Jで備荒米購入に充てよ。

517 8・6・ 市内産業復興のため金融促進を奨励。大火による先債務棄損などは全〈浮説。手鎖等科人は特赦。

520 8.6・ 大火復興の建築諸職人中t百貨を強要する不持者多し。厳に取締りを指令。

521 8・6・29 今回の災厄に鑑み今後米穀を粗末にせぬよう(4・10大阪通達と同趣旨)(幕令による)。

527 8・8・ 酒造石高改め(7・15、大阪通達と同趣旨)(幕令による)。

京奉行山崎正祥・転(9・10)、井上初l恭・任(9・10)

545 8・10・28 焼跡主主家で盗難頻発。夜間出歩きの不審者は人違いでもよいから早速逮捕し訴え出よ。

大火直後の物価抑制は良かったが、最近弛緩の兆あり。諸物価労賃等の引緊めlこ心掛けよ。

558 8.12・29 幕府も通貨対策に苦心し庶民の利益を考えているので、この趣旨に違わぬ様。二朱銀四文銭は永代通用。

(幕令による)

のは、江戸幕府よりの指示により、奉行所が管下へ通達したものである。

び，別に豊凶と需給を見越しての投機的な先物取引
Eくだて

議芸品場)及び小口取引の石建市場も聞かれていた。

生活基盤の貧弱な細民を多数抱えていた都市構造は当

時の京都とて何ら変りはなかった。

米をはじめとする諸消費物資の取引に不可欠な金融

市場も活発で，大小資本の両替商が軒を並べて金利を

稼ぎ，まさに天下の富は大阪に集中するの感を呈して

いたのである。

しかし一面では，市民の貧富較差は極めて大きく，

ー握りの富商たちの周辺には圧倒的多数の細民たちが

多彩な大阪の産業活動の一端のどこかにしがみ付き，

その“おこぼれ"に辛うじてあり付いて文字どおりそ
〈注6)

の日暮しの生計を立てていた。貧富の落差が大きく，

上記のような当時における京阪両都の景況を背景と

して，表1に掲げた触書の内容を年次毎に検討し，そ

の経過をたどってみたいD

天明2年

天明飢鍾を誘発した異常気候の兆候は既に天明改元

の前後からうかがわれていたが6〉， 堂島における米相

注6・天明7年5月の喜捨金賑給に対象となった窮民
が大阪市民の約半数に当る19万人にも上ったことは，
とれを裏付けるものといえよう。
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図1. 大阪における米の流通経路(参照文献27)，28))

場には末だ明瞭に反映していない(図2参照)29)。 し

かしとの頃には財政逼迫に苦しむ諸藩が窮余の策とし

て，大阪への入荷引当量を超過した米切子(過米切手)

や甚しい場合には全く引当日途の無い空米切手を濫発

したため，その信用が下落し堂島相場を混乱させる弊
(注8)

害を生じていたので，幕府は呉服所，後藤縫腰助に米

切手改役の兼任を命じ，同人がその信用性を点検した

注7・図2に採り上げた肥後米は筑前米，中国米(広

島米)および新穀の加賀米などと共に，堂島で取引
たてまい

される諸国産米の価格を決める標準とされる“建米"

の一つであった。

注8・公儀，大奥などに高級呉服物を調達・納入する
ぬい白すけ

特権御用商人。後藤家は代々縫殿助を襲名し，茶屋

四郎次郎家と共に2⑪0石を給せられる士分であった

が，享保期の緊縮政策以後やや家計が苦しくなって

いた。米切手改役兼帯はこれを救う目的で幕府に願

い出て許されたものであるo
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上での加印が無い切手は後日紛争を生じても訴訟の対

象としない旨を告示しているのが注目される。

との年大阪城代が交迭されて戸田忠寛(因幡守，宇

都宮藩主)が京都所司代に転じ，京都からは田沼老中

の腹心として知られた町奉行，赤井忠品(越前守)が
(注g)

幕閣の勘定奉行に栄進して帰東している。

さらに視野を拡げて近畿全般の動向をうかがえば，

この年の年頭には既に紀州領内の辺地農漁村で飢餓状

態が深刻化し30〉，藩主徳川治貞に公儀より 2万両の大

金が疲弊救済のため恩貸されており 3V，8月には近江

延暦寺領坂本で，飢渇に瀕した住民が救J出米放出を求

めて強訴を行い3ペ泉州一円では“千原騒動"と呼ば

れる大規模な農民一授も発生するなど33〉，漸く畿内に

も凶飢の波が潜び寄ってきた気配が感じられる。

天明3年

堂島の米相場は前年の諸国凶作の情報を反映して，

年頭より急騰を示し，銀80匁/石の線を突破した。こ

れに不安を覚えた大阪の市民を煽動する張紙が契機と

なって， 2月1日米の買占を謀っていると名指しされ

た駄売米問屋，松安庄右衛門(堂島新地一丁目)と加

島屋久右衛門(玉水町)の宅前に殺到した群集は，遂

に両家の打壊し暴動にまで発展した19)。奉行所は武力

を行使して鎮圧すると共に，流言の取締と救岨対策lこ

努めた状は，当時の触書の文面にも惨み出ている。窮

民を指験する流言や張紙は暴動後の厳重取締にも拘ら

ず一向減らなかった。米の買占人と名指しされた富商

たちの中には戦々競々と自発的に奉行所へ多額の金品

の喜捨や施行を申出る者もあり，奉行所も窮民の歓心

を買うために三郷有志へ救他の勧奨を行っているのが

興味深い。一方，米をはじめとする諸物価騰貴の抑制

のため，思惑買いや銭相場を利用しての利鞘稼ぎを厳

しく禁じているが，果して期待どおりの成果が挙った

か否かは疑問である。この年を通じて市中の治安は大

いに乱れ，年末には放火と覚しき火事騒ぎが頻発した

ので，奉行所は各町に防火防犯に関する自警体制の強

化を指令している。

注9・赤井は京都在職中，余程市民に嫌われたらしく，
彼を見送った町年寄たちは盛大に送り火を焚いて，

二度と彼が戻って来ないよう願ったという加。後任

にはやはり田沼の眼鏡にかなった丸毛政良(和泉守)

が抜擢赴任したが，彼も亦京都市民の受けが悪く，

後に悪徳米商と結托して私腹を肥やした事実が露顕

した時，市民から彼の姓をもじった“丸屋毛兵衛"

という町人風の縛名を呈せられた程である 23)。赤井，

丸毛の両人とも，後日田沼意次の失脚に連座してそ

れぞれ免官，左遷の憂目を見た。
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図2. 堂島米相場における肥後米価格の経年変動

(単位:銀匁/玄米1石，草間直方・“三貨図葉"による)

京都においても，米騰が庶民生活に及ぼした影響は，

或いは大阪以上であったかとも想像されるが，土地柄

の故か，窮民の暴動じみた行動は見られず，却って景

気沈滞による市況の落ち込みを案じた奉行所は，窮民

に対する賑給を富裕者へ呼びかける一方で， 新女院

(後桃園帝后，盛化院維子)の崩御による音曲，普請

の停止期間を規定より早く解除して，細民の雇用機会

の増大をはかるなど“内需拡大"による景気高場を策

していると思われるのが対照的である。

天明4年

大阪では年が明けても民心の動揺は治らず，前年秋

の新穀出廻り期に-lI収束した米価も，全国的な大凶

作が確定的となったため再び高騰を続け，正月相場で

は遂に銀100匁/石の大台を突破してしまった。当局

は米買占厳禁を布告すると共に，悪質隠匿者の摘発に

乗り出したが，掲米屋(末端米穀小売商)へ出廻る精

米量は全く払底し，遂に市内在庫米の他地域出荷を全

面的に停止させる非常措置を執らねばならぬ状況に追

い込まれた。しかしとの措置は米輸送に携わる三郷な

らびに近在数千人の生業を奪い，市中景況の沈滞に一

層の拍車をかけただけでなく，大阪よりの廻米に大き

く依存する京都，伏見の食糧事情を悪化させる結果を

招いたので， 4月末には一部を解禁せざるを得なかっ

た。さらに端境期の4月に仲買人所持米の 1/3を強制

的に買上げ，残り全部を放出させるという強権を発動

し，翌月には窮民に大量の放出官米を廉価配給して鎮

撫対策に努めている。

乙の年の大阪は後半に至っても極めて多端であった。

天下一の米穀集散地であるとの商都で，市民の飯米供

給にすら事欠いた責任を感じたのか，米麦をはじめと

する食糧確保とその小売価格の引下げに奉行所の腐心

していた状が，触書を通じてもうかがい取る乙とがで

きる。幸いこの年度の作柄は全国平均7，....._8分程度に

止まったので29}，一時暴騰した米価も秋には前年程度

(銀75匁/石前後)にまで鎮静したが，資金力の豊富

な米商たちは却ってとの機に乗じて買占と囲込の思惑

に走ったらしく，末端への出廻り量とその価格は当局

の期待に反する結果となった。逆にその影響は米穀以
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外の生活必需物資にまで及んだので，庶民の生活がさ

らに窮迫の度を加えたことが触書の文面より容易に察

せられる。

これに対し京都の触書の内容はま乙とに貧閑で，奉

行所では前述した応急、米の緊急輸送を伏見奉行所と共

に大阪側へ懇請した以外，市民に対しては固い米，売

惜しみの禁令と，混食，粥食による節米を呼び掛ける程

度の消極的な対策しか執っていなかったように思われ

る。注2に記したように，京都奉行所の支配範囲は隣

接4カ国に限られており，とれらの地域だけでは平常

作柄の年ならばともかく，大凶作が連続した乙の時期

では，米をはじめとする生活諸物質を調達するための

後背地として十分機能しなかったと考えられる。しか

も貧富較差が大阪以上に大きいとの街での庶民の暮し

は，乙の時期一層窮迫化の度を深めていたに相違ない。

天明5年

天明5年は前述したように，前年の作柄がやや持直

し， しかも幕府が必死になって実施した米価安定策が

一応奏功して，新収を待てずに多数の餓死者を出した

東北を除けば，全国的なパニック状態に小康を得た年

であったと考えられる。しかし連年の飢荒に京阪両都

とも人心は疲弊荒廃し，盗賊の横行や放火などの恐怖

が増大して，奉行所は治安の維持に汲々としていた状

が触書よりもうかがわれる。大阪では年頭早々，米穀

の他国撮出禁令を解いているが，恐らくは前年までの

思惑買いで多量に隠匿されていた囲込米が，値下りを

懸念して大量に市場へ出廻り出したからであろう。し

かしこの年の気侯も不順で，東北では霧雨による冷害

や瞳害が続き，東海，近畿などでも洪水が起こってM ，

全国的に作柄の大きな落込みが見られた。

天明6年

乙のため米価は天明6年に入って再び、高騰の気配を

示し，先行きが懸念されていたところ，同年6月頃よ

り全国的な豪雨が続き， 7月に至り江戸は開府以来と

いう大洪水に見舞われた。膝下の大災害に周章した幕

府が，その救他対策に追われている最中，将軍家治は

風邪が見じて重態に陥り遂に 9刀12日亮去するに至っ

たが3へそれに先立つ8月27日，多年幕閣の牛耳を執

って来た田沼意次は，重なる異変や災害をその失政の

故として責を一身に負わされ，老中職を免ぜられると

いう一大政変が起った。彼の腹心たちもとれに続き，
(注10)

翌7年初頭までに悉く幕閣より放逐されている。

遣り場の無い困苦を田沼失脚に結びつけて一時の快

哉を叫んだ庶民も少くなかったが， 9月には早くも，
(注11)

田沼全盛時代に新鋳された二朱銀と四文銭不通用の噂
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が巷lと流れ，金融恐慌さえ起こり兼ねない情勢に立ち

至ったので，京阪ともに奉行所はその事実無根を告示

して人心の動揺を抑えるととに努めている。

折もおり，当年度の大凶作と江戸における賑給米の

大量放出による現物払底lとより，米価は高騰を続けた

億年を越すに至る。

天明7年

年頭早々，前年の大洪水に江戸在庫米を費い果した

幕府は，同様に在庫の底をついた大阪に対して 1万石

もの大量の米の廻漕を命じて来た。京阪両都の奉行所

は不穏化する民情を恐れて，躍気に米の買置禁止や指

米屋の暴利取締り，富裕者の飢人救済などを指示して

いるが，米価の暴騰はその勢いを止めることなく，遂
(注12)

に5月には銀180匁/石という未曽有の高値に達するに

至って，大阪市民の生活不安はその頂点に達した。

遂に 5月11日夜，大阪の窮民は大挙して群集し，米

商茶屋吉右衛門の居宅を襲撃，家作道具を破壊したの

を手始めに， 12日以降市内富商の居宅に押し掛け，200

注10・田沼意次は天明4年3耳，嫡子で若年寄の要職
にあった山城守意知が殿中刃傷事件で横死するとい

う痛手を受け乍らも必死に政権維持に努めてきたが，

彼の政策の“目玉商品"でもあった印幡沼の開拓工

事が6月の大洪水で跡形もなく破壊され，家治の病

気治療に彼が推薦した医師が誤診により一層病状を

悪化させるという失態が続いたため遂に権勢の一切

を失って免職されるに至った。

注目・二朱銀は南鍍二朱銀とも呼び，明和9年(1772)

新鋳された。江戸期の通貨は金，銀，銭(銅貨)の

三本建てで，その換算比率は時の相場により変動し

たが，金と銭は貨幣lと表示されたとおりの定額制

(何両，何文と呼ぶように)であったのに対し，銀
だて

(上方の商取引は主に銀建本位制であった〉に限り，

何匁単位で取引された秤量貨幣であった。二朱銀は

8枚を以て金1両に替えるという，最初の額面表示
制銀貨として画期的なものであったが， その品位

(純銀含量)と量目よりして，流通当初より信用度
まl，J，:

が低く，金100両との両替には銀20------25匁の増歩(プ

レミアム)を必要とした。二朱銀の鋳造は天明8年
を以て終ったが，その通用は文政12年 (1829)に至

るまで妨げられなかった。四文銭は明和5年(1768)

から通用しはじめた真鎗銭で，表面は“寛永通宝"，

裏面は青海波の紋様を配しであるが，一文銭と大差

のない銭貨なので，到底額面通りには通用せず庶民

を苦しめた。なお本銭貨は法律上昭和28年末まで通
用した点で珍らしい通貨であったといえる 29，34-36)。

注12・三貨図嚢29)による価格で示したが，大阪市史27)
によれば銀149匁/石とされている。しかし大阪市中
の在庫米は7年正月に102万俵あったものが， 4月に

は42.4万俵にまで減少していたとのことで市民の抱
いた不安の根因も多分乙の辺りにあったのではない

かと推察される。
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余軒lζ及ぶ打壊し狼籍や米の押し買いなどの暴動を惹

き起とした。乙の挙を発端として窮民の暴動は煉原の

火のごとく全国に波及し，首都江戸を3日間無政府状

態に陥れた大規模な打壊しをはじめ，北は仙台，石巻

から，南は長崎，熊本に至るまで， 5"""""6月の間各地

に不穏な空気を醸成するに至った。この時期近畿地域
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でも，飯米を求めて起きた住民の暴動は前記大阪市中

のほか，摂捧平野郷，西宮，尼崎，和泉岸和田，堺，

河内古市，八尾，枚方，大和郡山，奈良，今井，三輪，

丹波市，五条，山城淀，伏見，木津，笠置，近江大津，

播磨林田，紀伊和歌山など，当時の主要都邑のほとん

どで一斉に起り，農村部でも丹波園部領，近江彦根領，

図3. 天明8年1}j30日 (1788・E・7)の大火による焼亡区域
〔京都市編・“京都の歴史・ 6"より転載〕
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播磨赤穂領，大和郡山領などに波及している却。

ひとり京都では暴力を揮うことなく，何時となく御

所周辺に集まった窮民たちが， “天朝様の御庇護を求

めて"禁裏の周囲を巡り歩くという一種のデモ行進

(“お千度廻り"と呼ばれている)によって飯米獲得を

期する巧妙な戦術に出た。との行動が暴動ではなく，

しかも皇室に対する遠慮もあって，さすがの奉行所も

他地域で行ったような武力鎮圧を行うことができず，

結局町奉行，丸毛和泉守l己責任を執らせて免職にし，
(注13)

住民の要求を呑まざるを得なかった。

このような天明飢鍾期最大の混乱も，新穀の出廻り

による米価の平準化と，同年4月新将軍家斉の就任に

伴って6月に老中首座に任ぜられた松平定信(越中守，

白河藩主)の行政手腕に対する期待感と相倹って鎮静

の方向に赴いた。

天明8年

さしも全国民を塗炭の苦しみに陥れた近世最大の飢

鐘も，巨視的には天明7年を以て一応終熔したといえ

よう。しかし飢鐘騒動の痛手が未だ回復していない京

阪両都に大きな追い撃ちをかけたのは，年明け早々の

正月晦日，京都市街の大半を焼き尽した“天明の大火"
く注14)

であった(図3参照)。

火元は鴨東宮川町の空家(原因は放火わであった

が，川西の寺町高辻上ル永養寺に飛火し，ここを起点

として三方に燃え拡がった火の手は2昼夜にわたり，

皇居，二条城を含めた市街中心部を悉く灰壊に帰して

しまった。奉行所自体も焼亡して行政機能が麻庫して

しまった京都では，とりあえず焼け出された町役人た

ちを原住地へ呼び戻して，民政組織を樹て直すと共に，

焼跡に侵入する火事場泥棒の取締を厳重にし，治安を

維持することが差し当つての急務であった。この間大

阪町奉行所はいち早く京都の窮状を助けるため，食糧

木材などの緊急物資の調達と京都への廻送に間髪を置

かぬ有効な手段を講じている。

京都での触書で興味深いのは，手鎖や町預け(押込

拘禁)などの軽科に処せられている者たちに，7ffjの執
(注15)

行を一時解除して復興作業に当らせていることである。

注13・京都ではとの後も，安政6年(1854)の西陣職
人の打壊し事件以外，明治維新に至るまで暴力的な

民衆行動が1件も発生していないのは，土地柄と住

民気質の特異性によるのであろう。

注14・京都はこの大火以後も，明治維新に至るまで，
文政13年 (1830)7月の大地震と元治元年(1864)
蛤御門の戦による兵火の 2度にわたって大災厄を受

けている。

注目・この種受刑者の大半は債務履行渋滞などの経済ノ
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京都の復興は幕府にとってもゆるがせにできぬ重要

問題であった。焼跡では 2月早々より，周辺諸国の資

材，人員を総動員して復旧作業が急ピッチで進捗して

行った状況は，触書からもよくうかがい取れる。奉行

所は数回にわたり擢災市民に大規模の賑給や思貸を行

うと共に， しばしば布令を出し，諸物価，運賃労賃な

どの高騰抑制に目を光らせている口それだけに，この

広大な焼跡をめぐってさまざまの便乗利得をねらう者

が後を絶たずに横行していたことを示唆している。

ともあれ， 3月24日には公営の横死者追善法要を知

恩院で盛大に営んでいるので，この頃には市街の応急

復興にも一応目鼻がついたのであろう。このような過

程を追って行くと，交代したばかりの幕府新政権の施

策に従前とは打って変った熱意と誠意が感じられ，次

々と打出される時宜を得た指令と措置に，京都市民は

安堵と信頼の念を懐いたと思われる。

京阪両都にとってとの年のもう一つの大イベントは，

老中首座，松平定信の上洛と上方視察である。勤皇の

志厚い定信は皇居復興を当面の最重要課題と考えてい

た。彼は5月9日江戸を発ち， 25日着京，ただちに光

格天皇と後桜町上皇に拝謁した後，鷹司関白らと御所
(注16)

再建計画についての折衝を短時日の聞に済ませ，所司

代に民政に関する然るべき指示を与えた後， 30日には

大阪を訪れ，僅か3日の滞在の聞に精力的な視察を行

い，奈良，伊勢(神宮参拝)を経て， 6月28日帰東す

るというあわただしい日程であった。

しかしこの間に，在京阪幕臣の綱紀を粛正し，老中

首座ならではの数々の特命事項を指示して，驚異的な

成果を残している。その中で注目すべき事蹟は，先年

丸毛前京都町奉行と結托して米買占を行い処罰された
(注17)

米商近江屋忠蔵の欠所金2万両を擢災市民lと復興資金

事犯で，刑執行の解除期間は焼亡地住民100日間，周
辺住民80日間とされたが，最終的には全員特赦の恩
典にあづかったようである。

注目・幕府は大火直後，いち早く皇居再建用に桧材だ

けは一切民需に使用させず確保に努めた乙とは触書

にも見えているが，造営に当っては財政窮迫の折柄，

出費の増大と皇居の古制復活という矛盾命題の調整

に大いに頭を悩ませた。しかし有力諸大名からの多

額の献金もあって寛政元年 (1789)着工以来， 2年
足らずの突貫工事で見事完成し，翌2年11月22日，

天皇は聖護院仮御所より古式に則って威儀を正した

行列を組んで還幸された。

注17・重追放以上の刑に処せられた者に対する付加刑
で，その所有する家屋敷および家財を没収し，競売

に付して換金した金子をいう。欠所金はすべて公収

されて幕府会計に繰入れられ，通常他目的に流用さ

れることはなかった。
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として貸付け，その返済利子で今後の荒災にそなえた

備蓄米を購入，保管する“囲米制度"を創設したこと

である。以後京都では明治維新に至るまで官民協力し

て囲米の管理に当り，屡々その恩恵に浴するととがで

きたのである。

この年の触書の終りに，京都では“近頃市民の気の

緩みが出ている兆しがある"と警めており，大阪でも，

江戸と機脈を通じた米価操作厳禁を通達している。天

明飢鐘の余瑛はこの後も数年にわたり継続はするが，

最悪の事態を何とかやり過して一息ついた両都の庶民

が，“喉元過ぎれば……"のことわざとおり，再び泰平

の世を楽しむ逸民の心情に還りつつあったととがしの

ばれて，何となく徴笑ましくも感じられる。

4. むすび

表1に掲げた諸事項については，なお論ずるべき問

題も多々あるが，冗長を避けるため割愛したい。筆者

の当初の意図は経時的史料としてはまとまった性格を

持つ奉行所触書を通じて飢鐘にさいなまれた当時の都

市庶民の生活実態をうかがう点にあったが，本来“上

意下達"を目的とした触書類からは彼等の生活像を間

接的にしか浮かび上がらせられなかったのは当然かも

しれない。江戸期における都市細民の生活実態を正し

く把握できる資料は極めて乏しい。しかし時代は遥か

に降るが，明治初~中期の都市スラムで社会の最底辺

に下積みされた人々の悲惨な生活を活写した幾つかの

取材報告31.38)より類推しても，今日の常識では測り得

ぬ程，貧しく汚識にまみれたものであったと想像され

る。

改めて表1を通覧する時，なお少し論ずべき点とし

て次の 3つを指摘できょう。

①京阪両都における奉行所の行政姿勢は天明6------

7年の幕閣主脳交替を転機としてかなり大きな変化が

見られるとと。

② 統治される側の両都住民は貧富を間わず，いず

れも一筋縄では行かない“したたかな"存在であった

と評し得る乙と。

③ 上記2点とも関連を持つことであるが，天明飢

鐘は単なる天災ではなく，むしろ多分に“人災的要因"

が濃厚であったと考えられるとと。

まず①について考察すれば，田沼政権下の天明6年

に至る迄の両都奉行所触には，民生ないし経済政策に

関して一貫した施政が執られたとは受取り難く，物価

抑制，窮民救J凪或いは治安維持など，いずれも当面を

糊塗する“場当り的"なものであったと評価せざるを
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得ない。とれは幕開自体が明確なポリシーを欠いてい

たのか，両都町奉行にその人を得なかったのか，或い

はその両方であったのかと考えざるを得ないであろう。

田沼意次の罷免 (6年8)j)より松平定信が老中首

座に就任 (7年6月)するまでの間，定信は“溜の間

筆頭"大名として幕閣の助言者的役割を果していたで

あろうが，まさに田沼色を払拭・修正しようと努めて

いた過渡期であったのは触書の内容よりもうかがう乙

とができる。その施策が徹底せぬうちに， 7年5------6

刃の全国的大騒擾という危機に直面し，急拠事態収拾

の大任を荷って定信登場の運びに至ったのである。

乙れ以後の幕閣の刷新的政策が果断周到であったの

は7年末の諸座株制度撤廃や奪修禁令などの触に，そ

の姿勢が明瞭に表れている。さらに定信政権の試金石

ともなった京都大火も短時日のうちに見事に事態を収

拾い寛政の新時代 (9年2月改元)へ移行させたの

である。

②については，田沼政権の積極的な“重商主義政策"

が，座や株仲間の結成で特権を保証された商工業者を

輩出させ，彼等の上納する運上や冥加金が逼迫した幕

府財政を潤おすと共に，諸産業の活性化と流通の促進

を土台とする開放的な天明文化の醸成に貢献した点は

それなりに評価される 39-41)。 しかし反面，かの有名

な公然賄賂の横行や官僚の業者との癒着による私曲や

汚職などの綱紀弛緩が，やがて国民全体の道義心退廃

を招き，上下を間わず義を捨て利に奔る風潮を時流と

してしまった責は免れないであろう。

京阪両都においても，富商は飢鍾時の米や諸物資の

枯渇をむしろ好機として便乗し，相場を操作して投機

に走り暴利を貧る反社会的行為を一向恥としなかった

のは，触書に見る度々の禁令によってもうかがわれる。

実際上とれらの取締りに何程の効果があったのかは疑

問である。

一方，物価騰貴に生活どころか生命維持さえも脅か

された都市細民たちの不安と動揺は同情に値いするが，

官や富民の賑他を受けるのが常態化してしまうと，逆

に開き直って施行を強要したり，果ては張札や捨文で

騒擾を煽動し，徒党を組んで治安を乱す者も少くなか

った事が触書よりもうかがわれる。

③については，さきに筆者がー儒生の筆録にもとつ'

いて天保飢鐘の実態を考察した際にも指摘したと乙ろ

であるが必，天明飢鍾の場合も，為政者側の無能とま

では言わない迄も責任感に乏しく子ぬかりの多い諸対

策が災害の程度を必要以上に大きくした“人災的要素"

を多々指摘するのは容易であろう。
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少くとも京阪両都の住民に，長期にわたる不安と塗

炭の苦痛を味わせたのは，当局の対応が必ずしも万全

とはいえなかった責に帰すべきであることを，或る程

度明らかにできたと考えている。
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